
Beyond 5G 推進コンソーシアム
企画・戦略委員会 白書分科会
技術作業班（第２回）

令和３年６月１５日（火）13:30-14:45
場所：ウェブ開催



１．前回会合（第１回）の議事要旨について
２．提案各者説明

2.1 一般社団法人テレコムサービス協会 様
2.2 国立研究開発法人情報通信研究機構 様
2.3 日本電気 様
2.4 華為技術日本 様
2.5 ソフトバンク 様
2.6 富士通 様
2.7 スカパーJSAT 様
2.8 エリクソン・ジャパン 様
2.9 KDDI 様
2.10 NTTドコモ 様
2.11 住友電気工業 様

３．ディスカッション
４．その他

議事次第
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Beyond 5G推進コンソーシアム 企画・戦略委員会 

白書分科会（第２回）ビジョン作業班／技術作業班（第１回）議事要旨 

 

 

１．日 時： 令和３年５月 25日（火）15:00～18:00 

２．場 所： ウェブ会議（WebEx） 

３．出席者： 

中村主査（NTTドコモ）、 

ビジョン作業班 小西リーダー（KDDI）、永田サブリーダー（NTTドコモ）、 

技術作業班 中村リーダー（富士通）、下西サブリーダー（NEC）、 

WP5D対応 Ad hoc 菅田主査（KDDI）、武次副主査（NEC）、 

ほか、通信事業者、メーカ等、計 79名 

（事務局）総務省移動通信課新世代移動通信システム推進室 

五十嵐室長、江原課長補佐、丸橋係長、守屋係長、杉山官 

 

４．議事要旨 

冒頭、会議開催に先立ち、中村主査から挨拶があった。 

 

（１）前回会合（第１回）の議事要旨について 

事務局から、資料１ B5Gコンソーシアム白書分科会第１回議事要旨について説明。修

正があれば、５月 26日までに事務局へ連絡してほしい旨説明。 

 

（２）議事次第について 

中村主査から、資料２ B5Gコンソーシアム白書分科会第２回議事次第について説明。

議事次第について、承認を得た。 

 

（３）白書分化会ワークショップ（3/25-26）のキーワード資料の紹介について 

中村主査から、資料３ B5Gコンソーシアム白書分科会 キーワード整理について説明。

修正点があれば、各企業から事務局へ連絡してほしい旨説明。 

 

（４）WP5D対応 Ad hocの紹介 

中村主査から、資料４ WP5D対応 Ad hocの紹介。メンバーの登録はいつでも受け付け

ており、入会希望者は事務局まで連絡する旨説明。Ad hoc の菅田主査、武次副主査から

挨拶があった。 

 

（５）次回 WP5D（6/7-18）への寄書案について 

菅田 Ad hoc 主査から、資料５ 日本寄書要旨、WP5D 向け寄書案について説明の後、質
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疑応答を実施。主な内容は以下のとおり。 

 

菅田 Ad hoc主査： ６月７日から開催される WP5Dに白書分科会での議論内容を寄書とし

て入力予定。３月の白書分科会ワークショップにおいて、各企業が紹介した今後の B5G

に関する意見、B5G白書分科会の社会分野、技術分野のキーワードを紹介するもの。 
中村リーダー：８月以降に提出する寄書は、ARIBの標準化部会の審議を経るのか。 

菅田 Ad hoc主査：白書分科会で議論をしているため、標準化部会では紹介のみとする。 

 

（６）第１回ビジョン作業班 

ビジョン作業班小西リーダーから、資料６ ビジョン作業班について説明の後、質疑応答

を実施。主な内容は以下のとおり。 

 

＜6.1 今後の進め方案＞ 

小西リーダー：幅広い業界からユースケースを継続的に募るために、募集期間を 2022年

12 月末に設定した。ユースケースを網羅的に集めた後、要求条件等を議論するのが望

ましいが、ITU-R WP5Dへの入力を考えると並行して進めていかなければならない。 

下西サブリーダー：募集したユースケースをある程度の価値判断に照らし合わせて判断

すると思うが、どのような基準で議論する予定か。 

小西リーダー：基準についても議論できるのが望ましいが、まずはたくさんのユースケ

ースの意見を出してもらいたい。提案いただいた内容で、５Ｇで実現できないビジョ

ンを B5Gのユースケースとして紹介したい。 

三菱電機・長谷川氏：B5Gの特徴を示す図は、総務省が作成した B5Gの七つのキーポイン

トと募集したユースケースどちらを基に作成するか。 

小西リーダー：両方である。総務省が作成した B5G の七つのキーポイントも大切にした

上で、募集したユースケースの中から異なるポイントの意見が出たら、図を改定して

いく。図はシンボリック化されたものとし、広く受け入れられるようなものにしたい。 

CTC・佐藤氏：Society 5.0や SDGsに対し、どう貢献するかといった話も対象となるか。 

小西リーダー：対象となる。 

中村リーダー：社会像の検討と B5Gのユースケースの分類は並行して進めていくのか。 

小西リーダー：然り。各企業から提案してもらった意見は、2030 年の社会や生活に分類

できるものや B5Gのユースケースとして分類できるものに分かれていくと想定。 

 

＜6.2 ユースケース案の募集結果を踏まえた今後の進め方＞ 

小西リーダー：2030 年ユースケースの募集に対して、12 社の企業より提案いただいた。 

永田サブリーダー：提案企業と候補企業が同じであり、自社の取組内容の紹介になって

いる提案が存在した。また、提案いただいた業界に偏りがある。全産業を網羅するた

め、業界マップ作成しようと思うが如何。 

小西リーダー：提案企業と候補企業が同じ場合でも受け入れることで良いか。また、業界
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マップを作成し、足りない分野については個別にヒアリングするやり方で良いか。 

三菱電機・長谷川氏：問題ない。ユースケースの発表に向け、社内外で検討する。 

永田サブリーダー：過去のワークショップで発表した企業を全て受け入れていると時間

が足りなくなるため、発表する優先順位は相談したい。 

三菱電機・小崎氏：賛同する。 

小西リーダー：承知した。 

鉄道総研・中村氏：JRグループとして意見をまとめられないかと思っている。 

阪急電鉄・中村氏：情報通信分野に限らず、都市交通、不動産といったまちづくりの分野

での提案を考えている。 

 

小西リーダー：８月中に 0.1 版を完成予定なので、６月又は７月中にワークショップを

開催したい。 

永田サブリーダー：各企業も急に発表を求められても大変だと思うので、まずは白書 0.1

版の完成のイメージを決めてから意見を募集した方が良いのではないか。 

ﾃﾚｺﾑｻｰﾋﾞｽ協会・竹上氏：企業によっては、意見を提案するのに手続が必要だと思うので、

ハードルを低くしないと集まらないのではないか。 

永田サブリーダー：竹上氏の意見に賛成。 

三菱電機・長谷川氏：弊社が関係のある産総研インダストリアル CPS 研究センターはす

ぐにプレゼンできる見込み。白書 0.1版の全体像も相談しながら決めることも大切。 

小西リーダー：じっくり検討した上で進めるやり方が理想だが、まずは内容を見てから

判断することも重要である。今の時点でできることをやりたい。WP5D に何を入力する

かは、WP5D対応 Ad hocと決めていきたい。 

永田サブリーダー：要求条件の技術リストや定量的な値が提出するために必要だと考え

る。0.1版、0.5版、1.0版にそれぞれ盛り込む具体的な内容は議論するべき。 

菅田 Ad hoc主査：技術的な内容、要求条件、特徴も必要だが、いきなりそこまでは必要

ないと思う。様々なユースケースが出てくると思うので、それを実現するために、どの

ような条件が必要か議論すれば良い。６月の会合で作業計画が決まるため、今の段階

でスケジュールを決める必要はないだろう。なお、６月の会合の内容は別途共有する。 

小西リーダー：次回打合せ時に、菅田氏、武次氏から共有された WP5Dの情報を基に今後

のワークショップの日程を決めることでよろしいか。 

永田サブリーダー：各企業の準備期間も考慮した方が良い。様々な業界を巻き込まない

といけないため、まずは業界を大まかに分類して、紹介してもらうのが良いのではな

いか。また、ハードルを低くするために本会合の取組を各企業に紹介した方が良い。多

種多様な業界を網羅できるのが望ましい。 

小西リーダー：プレゼン方法等、事務局と別途議論したい。第１回ワークショップの開催

日はいつにするか。 

中村主査：世界とスピード感を比較すると、年度内に白書第１版を作成したい。結論を急

ぐ必要がある。WP5Dは世界に意見を主張する重要な機会だが、WP5Dは気にせずワーク
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ショップを開催してほしい。鉄道関係はじめ前回発表していない業界も多数いるため、

積極的に声をかけて進める必要がある。急にプレゼンを求めても、困惑されるかもし

れないが、待っていても意見は出てこないため、こちらから働きかけていく必要があ

る。そのやり方を考えてほしい。 

永田サブリーダー：ワークショップは毎月開催し、様々な業界に働きかけていく。 

中村リーダー： 2030 年のユースケースをプレゼンしてもらい、意見をどんどん聞いてい

く必要がある一方で、提案しやすくするために、ユースケースの一歩手前だが、B5Gに

期待することや通信分野に限らない期待や意見を出してもらうことが望ましい。 

永田サブリーダー：賛成。各企業の課題を紹介してもらうだけでも良い。 

小西リーダー：まずはワークショップを６月に開催する。７月以降も適宜開催予定。白書

0.1版は８月に作成予定。募集提案は B5Gに限定しない。 

小西リーダー：開催する日程を決定したい。現時点で６月のワークショップに参加可能

な企業は教えてほしい。 

永田サブリーダー：NTTドコモは参加可能である。 

三菱電機・長谷川氏：正確な日程が決まり、発表者の予定が合えば参加可能。 

ﾌｧｰｳｪｲ・朱氏：３月のワークショップで一度紹介したが、６月のワークショップでもう

一度紹介しても良いのか。 

小西リーダー：ますは３月のワークショップで発表していない企業を優先する。 

小西リーダー：第１回ワークショップは６月 15日で如何。今後も毎月第３週目の火曜日

を基本開催日とする。 

永田サブリーダー：ワークショップ名はどうするか。例えば、2030 年社会検討ワークシ

ョップは如何。また、発表者の条件はどうするか。発表者は白書分科会メンバーが紹介

した企業のみに限定するなど、慎重にした方が良いと思う。 

中村リーダー：ワークショップの参加者は、勉強のために受け入れるか。 

永田サブリーダー：参加者はオープンで良いが、発表者は選定した方が良い気がする。 

中村リーダー：承知した。 

小西リーダー：名称は 2030 年社会検討ワークショップとする。最初の開催日は６月 15

日。今後も毎週第３火曜日に開催する。時間は午後３時から１時間 30 分程度の予定。 

 

＜6.3要求条件案＞ 

永田サブリーダー：要求条件のリストと定量的な値を NTT ドコモのホワイトペーパーを

基に作成した。これを参考に、ワークショップの意見踏まえて検討していく。 

小西リーダー：まとめると 2030年社会検討ワークショップを企画、開催する。2022年 12

月末までいろんな業界からユースケースをとして募集する。要求条件案は、NTTドコモ

のホワイトペーパーをベースに検討する。第１回ワークショップは６月 15 日 15：00

から開催予定。ユースケースを盛り込む際に、線引きや内容については議論する。 

中村リーダー：６月 15日はワークショップのみ開催で作業班としての議論はあるか。 

小西リーダー：ワークショップのみの開催とする。 
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ﾃﾚｺﾑｻｰﾋﾞｽ協会・竹上氏：ワークショップの募集や資料の提出先等は、別途案内がくるか。 

事務局：然り。 

小西リーダー：業界マップはいつ頃完成見込みか。 

永田サブリーダー：６月 15日に間に合うように作成予定。業界に詳しい方は是非とも協

力してほしい。ワークショップの参加者は白書分科会のメンバー及びメンバーからの

招待者。招待者の確認は要しないか。また、ワークショップの企画案は必要か。 

小西リーダー：案内は必要。詳細については、関係者や事務局と相談する。 

中村主査：白書分科会のメンバーは、是非紹介してほしい。 

永田サブリーダー：企画案、招待案のドラフト版を総務省に作成してほしい。 

事務局：承知した。 

 

（７）第１回技術作業班 

技術作業班中村リーダーから、資料７ 技術作業班について説明の後、質疑応答を実施。

主な内容は以下のとおり。 

 

＜7.1 技術作業班のスケジュール案について＞ 

中村リーダーから第１回白書分科会の決定事項を基にスケジュール案を修正した旨の

説明があった。 

 

＜7.2 白書目次案について＞ 

中村リーダー：資料７のスライド７検討課題（案）ユースケースからテクノロジーへの写

像（イメージ図）について検討したい。テーマを決め、ユースケースを募集するのはビ

ジョン班と同じ。Performance indicator は、B5G ユーザーが気にするもの、

Function/Feature は、B5G ユーザーが気にしないものを列挙する。白書として提出す

る際に、個別の技術をどこまで記載するか相談したい。また、技術動向を議論する作業

日を決定したい。 

下西サブリーダー：B5Gの技術スコープをどこまで広げるか議論するべきではないか。 

中村リーダー：コアやアプリも含め、全てを想定。 

下西サブリーダー：承知。Technologiesから逆算的に考えることが重要ではないか。 

中村リーダー：それは、個別に技術をどこまで記載してくれるかによるだろう。 

CTC・佐藤氏：Technologiesサイドの意見からも広げていくことが重要だと考える。AIや

マシンラーニングをどこに記載していくのか。 

中村リーダー：白書に盛り込む内容については、別途意見を募集したい。まずは、無線通

信分野に限らず、技術やフィーチャーを列挙できればと考えている。 

ﾃﾚｺﾑｻｰﾋﾞｽ協会・竹上氏：Technologiesはデバイスを含めた B5G全ての事柄を想定してい

るのか。2030年には、多種多様なデバイスが使用されているだろう。 

中村リーダー：現時点では盛り込んでいただきたい。扱いについては後で検討すれば良

いと考えている。今後取り組むべきものを提案いただきたい。 
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ドコモ・須山氏：各国の議論に埋もれないように、日本独自のオリジナリティな視点を盛

り込んだ方が良いと思う。 

中村リーダー：各国と同じ話では埋もれることも想定されるが、日本特有の要素（自然災

害が多い等）もあるため、意見募集した結果を踏まえて考えたい。 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ・佐野氏：テラヘルツや NTNの分野も含めるのか。 

中村リーダー：然り。 

下西サブリーダー：意見提出は、事前又は当日にするべきか。 

中村リーダー：意見提出は事前に〆切を設定し、各企業に提出してもらう。 

下西サブリーダー：３月のワークショップで提出したものや、追加の意見、一つのキーワ

ードだけでも良い。時間を考慮しつつ、キーワードの当てはめ理由を考えていく予定。 

ｴﾘｸｿﾝ・本多氏：皆が意見出ししやすいようにフォーマット作ってはどうか。 

中村リーダー：承知。次回の技術作業班の開催日時は、６月 15日 13：30からとする。 

 

（８）次回会合開催スケジュールについて 

中村主査から、「資料８ 今後のスケジュール」について説明の後、質疑応答を実施。主

な内容は以下のとおり。 

 

中村主査：第３回白書分科会は６月 22日 15：00～18：00に開催予定。ビジョン作業班、

技術作業班併せて開催。議論した内容や取りまとめた資料を紹介してもらう。 

中村リーダー：白書 0.1版をどうするのか相談したい。 

中村主査：WP5Dが終わってから、Ad hocの日程調整をするイメージか。 

小西リーダー：第３回白書分科会と一緒に決めてはどうか。 

中村主査：賛成。その決定事項をベースに 0.1版に向けてどうするのか決定しよう。 

事務局：本日の議論の結果、６月 15日に 13：30～14：45に技術作業班、15：00～17：00

にビジョン作業班、６月 22日 15：00～18：00に白書分科会を開催。 

 

（９）閉会 

 

 

以 上  
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Beyond5G 白書分科会 技術作業班資料



ユースケースからテクノロジへの写像(テンプレート) 2

白書(技術作業班)

Theme/Thread

Changes in 
communication

Use case

Video and audio

Performance 
indicator

High-definition 
video

Avatar

Function/Feature

Video and audio

Online game

Online conferencing 
system

Technologies

Smart watch

Ultra-thin tablet

VR/AR technologies

提出元 （一社）テレコムサービス協会

日付 2021/6/15

記事 Beyond5G白書分科会技術作業班

記入要領: (※本欄は記入の際に削除いただいて結構です。)
1. 白書記載に向けて重要とお考えのキーワードをPerformance indicator, Function/Feature,

Technologies欄を中心に記入してください。(←空欄があっても結構です。)
2. 技術分野は無線アクセス技術に限らず、ネットワーク、AIなど関連分野を広く対象と

してください。デバイス、ハード、ソフト、アーキテクチャ、端末、インフラ、アプ
リなど含めて幅広いご検討をお願いいたします。

3. 記入枠は必要に応じて適宜、追加・削除してください。枠のサイズや位置も調整いた
だいて結構です。1スライドに収まらない場合は複数ページで記載願います。

4. 関連する記入枠の間をコネクタ線で接続してください。複数枠で重複・クロスしての
接続などがあっても結構です。

5. 原則、英語での記入をお願いします。

Foreseen themes 
towards 2030s

Feasible and Useful w.r.t. the 
corresponding theme (or use 

case(s)) towards  2030s



ユースケース：1

2030年頃に到来するデバイス＆コミュニケーション
の変化について



2030年頃のコミュニケーションの変化
2030年頃に到来するモバイルのコミュニケーションの変化、デバイス（端末）の予想は
以下の通りです

4

3G 4G/5G Beyond 5G/6G

音声

メール

iモード

ガラケー

通話

メール

主なアプリ

デバイス

文字

メッセー
ジアプリ

写真・動
画SNS

スマホ

テレビ
電話

音声
メール

動画 ＋ 高精細

スマート
ウォッチ
超薄型

タブレット

＋ 高精細

＋
音声合成
技術

オンライン
会議アプリ

タブレット

＋
1対N
通話

アバターによる
コミュニケーション



2030年頃の到来するコミュニケーション
2030年頃に到来するモバイルのコミュニケーションは以下の通りです。現在もスマート
ウォッチが発売されていますが、1967年頃に放送されたウルトラセブンのビデオ通話型
ウォッチ（スマートウォッチの進化版）の実現を期待します。

5※写真は、あくまで、イメージであり、写真の権利等は、それぞれの著作権者に帰属されます。

Beyond 5Gでは、
スマホは、新し
いデバイスに広
がっていく

Beyond 5Gでは、スマート
ウォッチは、高精細なビデオ通
話が出来、音声メールも受領出
来る時代を想定しています

ノートサイズのタブレットは、
山程ありますが、2030年頃は、
超薄型「下敷き型」のタブ
レットが主流になると思われ
ます

Beyond 5Gのデ
バイス開発では、
スマートウォッ
チのベンダーの
参画も期待しま
す

Beyond 5Gのデ
バイス開発では、
フィルムメー
カーの参画も期
待します



ご清聴ありがとうございました。



ユースケースからテクノロジへの写像 (1) 1

Theme/Thread

Cybernetic Avatar 
Society

City on the Moon

Transcending Time 
and Space

Use case
Mutual Understanding 

Promotion System

Performance 
indicator Function/Feature

Ultra-High Speed & High-
Capacity Wireless 
Communication

Technologies
Terahertz wave

提出元 国立研究開発法人情報通信研究機構
日付 2021/6/10

記事

Working Style Revolution 
with Telepresence

Support avatars for mind 
and body 

Lunar Base connected by 
6G

6G leading up to the Moon

Avatar on the Moon / 
Street View in Space

Vertical flows of people, 
things and information

Moon Travel

Resilient village forest 

Omni Cloud Gate-way

Ultra-Low Latency and Ultra-
Massive Connectivity

Wired / Wireless 
communication and Network 

Control Technology

Multi-Layers in Wireless 
Systems-NTN

Time-Space Synchronization

Ultra-Security and Reliability

Ultra-Reality and Innovative 
Applications

Ref. B5G / 6G white paper from NICT

All-optical network 

Edge computing 

Adaptive wireless network 

Autonomous localization and tracking

Ultra-multi-connected autonomous 
M2M network

Advanced radio emulation

Network management

Frequency allocation and sharing 

Autonomous operation

Satellite and non-terrestrial 
communication

Optical satellite communications

Maritime communications

Underwater and submarine 
communications

Wireless network integration



ユースケースからテクノロジへの写像 (2) 2

Theme/Thread

Cybernetic Avatar 
Society

City on the Moon

Transcending Time 
and Space

Use case
Mutual Understanding 

Promotion System

Performance 
indicator Function/Feature

Ultra-High Speed & High-
Capacity Wireless 
Communication

Technologies
Wireless time-space synchronization

提出元 国立研究開発法人情報通信研究機構
日付 2021/6/10

記事

Working Style Revolution 
with Telepresence

Support avatars for mind 
and body 

Lunar Base connected by 
6G

6G leading up to the Moon

Avatar on the Moon / 
Street View in Space

Vertical flows of people, 
things and information

Moon Travel

Resilient village forest 

Omni Cloud Gate-way

Ultra-Low Latency and Ultra-
Massive Connectivity

Wired / Wireless 
communication and Network 

Control Technology

Multi-Layers in Wireless 
Systems-NTN

Time-Space Synchronization

Ultra-Security and Reliability

Ultra-Reality and Innovative 
Applications

Ref. B5G / 6G white paper from NICT

Atomic clock chips

Generation & Sharing of reference time

Emerging security technologies

Cyber security 

Quantum cryptography

Electromagnetic compatibility

Resilient ICT

Brain information reading, visualization, 
and BMI

Intuition measurement, 
communication, and assurance

Real 3D avatars, sensory 
communication, and XR

AI analysis and dialogue technology 

Simultaneous interpretation, 
paraphrasing, and summarization for 

multiple languages

Automated driving

Drones



Beyond5G白書分科会
技術キーワード提案

2021年6月15日
日本電気株式会社

1



技術キーワード分類の提案 2

• Wireless and optical
• mm/THz radio
• Radio network topology
• Spectrum sharing
• Radio resource management
• Radio propagation
• Seamless connectivity for  TN-NTN
• Network sensing

• Operation and maintenance
• End-to-end network control/management
• Autonomous network operation

• System platform and application
• Distributed data platform
• Cyber Physical System platform

• Security
• Security policy management
• Infrastructure security
• Data Security



Wireless and optical 3

Performance 
indicator

User throughput
Capacity 

Coverage/Mobility

Function/Feature

mm/THz radio

Radio network 
topology

Technologies

• Advanced/distributed M-MIMO and BF
• High-frequency wide-bandwidth RF devices

• xHaul (Functional Split)
• IAB enhancement
• RoF
• HetNet/Multi Band coordination
• Reconfigurable Intelligent Surfaces

提出元 日本電気株式会社
日付 2021/6/15

記事

• Software radio and cognitive radio
• Real-time radio status monitoring

• AI for RAN
• virtualized RAN

• Ka/Q/V/W high-frequency circuit
• Ultra Multi-Beam Antenna
• High Precision Directional Control

• Wireless and optical sensing
• Precise localization
• 3D digitization

Spectrum sharing

Radio resource 
management

Seamless 
connectivity for  TN-

NTN

Network sensing
Localization

Sensing

Coverage/Mobility

Communication 
quality



Operation and maintenance 4

Theme/Thread Use case Performance 
indicator

Stable QoS/QoE
E2E performance 

On-demand service 
delivery
CAPEX/OPEX saving

Function/Feature

End-to-end network 
control/management

Autonomous 
network operation

Technologies

• E2E orchestrator
• QoS/QoE 

monitoring and 
control

• Aiops
• Automated 

network design
• Evolutional 

system design

提出元 日本電気株式会社
日付 2021/6/15

記事



System platform and application 5

Theme/Thread Use case Performance 
indicator

DX/IoT application 
performance 

Network/computing 
resource efficiency

Function/Feature

Distributed data 
processing platform

Cyber Physical System 
platform

Technologies

• E2E control for 
QoS/QoE

• Edge-cloud 
integrated 
control

• Digital twin
• Cloud robotics
• Precise sensing 

and actuation
• Low-latency and 

synchronized 
communication

提出元 日本電気株式会社
日付 2021/6/15

記事



Security 6

Theme/Thread Use case Performance 
indicator

Security and privacy

Function/Feature

Security policy 
management

Infrastructure 
security

Technologies

• E2E control for 
QoS/QoE

• Edge-cloud 
integrated 
control

提出元 日本電気株式会社
日付 2021/6/15

記事

Data Security

• Tamper 
detection

• Block chain



6G: from connected people and things to connected intelligence

Use case TechnologiesPerformance 
indicator

Function/FeatureTheme/Thread

Holographic-display enabled 
entertainment, remote 

education, and real-time 
navigation

Sensing, Localization, 
and Imaging

Intelligent and 
collaborative robotics

Peak Rate
Guaranteed Rate
Network Capacity

Intelligence of 
Everything

Fusion of physical, 
biological, and cyber 

worlds

Industry 4.0 and 
Beyond

Smart city and smart 
life 

Global coverage for 
mobile services

Connection Supremacy

Latency
Jitter

Reliability

Sensing Accuracy
Sensing Resolution

Device Density
Network Coverage

Mobility

Energy Efficiency
Energy Consumption
Sensor Battery Life

Native Intelligence
Native Trustworthiness

Native AI

Networked Sensing

Extreme Connectivity

Integrated NTN

Native Trustworthiness

Sustainability

Native AI communication

Integrated terrestrial and NTN

Integrated sensing and 
communication

User-centric architecture

Native trustworthiness 
architecture

Network AI architecture

In-band Full Duplex 
Technologies

THz communications

New waveform, modulation, 
coding, and multiple access

Ultra-massive MIMO

Integrated super-sidelink

Connected ML and 
networked AI

提出元 華為技術日本株式会社
日付 ２０２１年６月１４日



B5G技術に関するキーワード提案

2021年6月14日
ソフトバンク株式会社



1HAPS
Theme/Thread

Connecting Societies Around the 
World

Realizing a Connected Society by 
Bridging the Digital Divide

Use case

IoT services

Reliable network 
connectivity in the 
event of disasters

Coverage area of 
100km or more in 

diameter

Function/Feature

3D area coverage

Technologies

HAPS

Drone businesses

Building high-quality social 
communication networks

Seamlessly migration 
toward Beyond5G

Building Society and Industry 
through DX

Creating new business through 
open innovation

Contributing to the global 
environment with the power of 

technology

Seamless connectivity 
between Terrestrial, 
HAPS and satellites

Connecting people and 
information to create new 

excitement

Providing connectivity 
directly to mobile 

handsets

Coverage from the 
stratosphere

Coverage to 
unserved/underserved 
areas (inc. sky, sea)

Low-latency

100% land coverage

Robust/Sustainable/Rel
iable/Resilient network 

connectivity in the 
event of disasters

Zero-energy BS Integrated Sensing And 
Communication

Use 100%
Renewable energy

Coverage extension in 
the sky and above the 

sea

Command, sensing

Performance 
indicator



2Terahertz
Theme/Thread

Connecting Societies Around 
the World

Realizing a Connected Society 
by Bridging the Digital Divide

Use case

Sensing

Backhaul
Super high speed

>100Gbps

Function/Feature

Super short 
wavelength

Technologies

Terahertz

Building high-quality social 
communication networks

TransparencyBuilding Society and Industry 
through DX

Creating new business 
through open innovation

Contributing to the global 
environment with the power 

of technology

Super wide 
bandwidth

Connecting people and 
information to create new 

excitement

Smart phone

Non line of sight
propagation

Secure / Safety

Super small antenna

Super narrow beam 
forming

Performance 
indicator



3Wireless Power Transmission
Theme/Thread

Connecting Societies Around 
the World

Realizing a Connected Society 
by Bridging the Digital Divide

Use case

Wide area IoT 
services

Reliable network 
connectivity in the 
event of disasters

Performance 
indicator

High service Level 
agreement

Function/Feature

Harvesting

Technologies

Wireless Power 
Transmission

Drone business

Building high-quality social 
communication networks

Non-stop power 
supply

Building Society and Industry 
through DX

Creating new business 
through open innovation

Contributing to the global 
environment with the power 

of technology

Integrated power 
transmission And 
Communication

Connecting people and 
information to create new 

excitement

Utilization of various 
frequency Uninterruptible

Remote/depopulate
d area coverage Low cost

Nationwide coverage
100%



参考資料



5HAPS

世界中どこでもつながる通信

生まれた場所に左右されず
情報格差のない世界を実現

IoTサービス

災害時も途絶えない
通信の提供

エリア直径100km以上

3Dカバレッジ HAPS

ドローンビジネス

質の高い社会ネットワークの構築

スムーズなBeyond5G
へのマイグレーション

DXによる社会・産業の構築

オープンイノベーションによる
新規ビジネスの創出

テクノロジーのチカラで
地球環境へ貢献

地上局/HAPS/衛星
のシームレスな接続

人・情報をつなぎ
新しい感動を創出

既存携帯電話端末の
利用

成層圏からのカバー

上空・海上を含む
未開拓エリアへの
効果的な展開

既存NWと同等の遅延

国土カバー100%

堅牢性/持続可能性/信
頼性/レジリエント NW
(災害時も途絶えない)

ゼロエナジー基地局
センシングと通信の

統合

再生可能エネルギー
100%利用上空・海上のエリア化

制御・センシング

Theme/Thread Use case Function/Feature Technologies
Performance 

indicator



6Terahertz

世界中どこでもつながる通信

生まれた場所に左右されず
情報格差のない世界を実現

センシング

超高速
バックホール通信

超高速通信
>100Gbps

超短波長 Terahertz

質の高い社会ネットワークの構築

物質透過DXによる社会・産業の構築

オープンイノベーションによる
新規ビジネスの創出

テクノロジーのチカラで
地球環境へ貢献

超広帯域

人・情報をつなぎ
新しい感動を創出

スマートフォンでの
超高速通信

視野外通信

安全な通信

超小型アンテナ

極細ビームフォーミング

Theme/Thread Use case Function/Feature Technologies
Performance 

indicator



7Wireless Power Transmission

世界中どこでもつながる通信

生まれた場所に左右されず
情報格差のない世界を実現

広域IoTサービス

災害時も途絶えない
通信の提供

高SLA ハーベスティング Wireless Power 
Transmission

ドローンビジネス

質の高い社会ネットワークの構築

常時電源供給DXによる社会・産業の構築

オープンイノベーションによる
新規ビジネスの創出

テクノロジーのチカラで
地球環境へ貢献

通信と電力伝送の融合

人・情報をつなぎ
新しい感動を創出

既存周波数の活用 無停電

離島・僻地への
通信の提供

低コスト

国土カバー100%

Theme/Thread Use case Function/Feature Technologies
Performance 

indicator



ユースケースからテクノロジへの写像について 1

Theme/Thread Use case Performance 
indicator

Function/Feature Technologies

記載レベル 社会課題を解決する
サービスや新たな価
値を提供するサービ
スの分野

左記サービスを構成
するもののうち、
B5Gのユースケース

ユースケースに対し
てB5Gが寄与する性
能や特長(Why B5G)

B5Gの特長や性能を
実現する機能

左記性能を達成する
ために必要なネット
ワーク関連技術(ハ
イレベルなもの)

記載例 -well-being service
-smart factory
-smart city
-auto driving

-telesurgery 
-telepresence 
(holographic  
communications)
-tactile 
communications

-throughput
-latency
-security
-location accuracy

-high frequency
-edge computing
-slice management
-data management

-beamforming
-network 
orchestration
-blockchain

提出元 FUJITSU LTD.

日付 06/14/2021

 記載レベルの考え方

 各アイテムのつながりについては、Wide Area Networkといった観点から、代表的なアイテムを記載
(たとえばHolographic Communicationを実現するためには、大容量な通信路に加え、三次元像の記録技術

や再生技術及びそれを実現するコンピューティング能力の向上など様々な技術が必要であるが、このよう
な、アプリケーション、ITシステム系の領域に関する記載は除外した)



ユースケースからテクノロジへの写像(テンプレート)

Theme/Thread

well-being service

smart factory

Use case

telepresence 
(holographic)

telesurgery 

Tactile/Haptic 
Communications

Performance 
indicator
data rate/ 

throughput 

latency

security

Function/Feature

high bandwidth, 
high frequency

slice, resource 
management

data management

Technologies

mMIMO,
Beamforming

提出元 FUJITSU LTD.

日付 06/14/2021

記事

Foreseen themes 
towards 2030s

smart city

data trading

(reliability)cyber physical 
system

2

Location accuracy positioning

computer processing edge computing hardware offloading

wireless sensing

digital twin, IC/CT 
convergence

network orchestration,  
scheduling, sdn, nfv,, 
traffic engineering, AI

Verticalとは別の観点のUse case

ubiquitous service

network LCM

coverage

zero-trust network, 
blockchain, network 

exposure

NTN IAB, D2D, mesh

agility, capex,opex network 
management

autonomous NW, RAN-
CN convergence

telecommunication/
network services



ユースケースからテクノロジへの写像(テンプレート) 1

Theme/Thread Use case
Performance 

indicator

Stability

Security

Function/Feature Technologies

提出元 スカパーJSAT(株)

日付 2021年6月14日
記事

Data Rate (Throughput)

Latency

#of Devices

Coverage

Inter-NTN optical link
technology

NTN Communication 
Resource Management

QKD Free Space Optical

Internet of Space 
Things (IoST) Data 

Acquisition
Urban Use Case
(Broadband, backhaul)
• Public Protection & Disaster 

Relief (PPDR)
• Emergency & Safety
• Automotive

Mobility Use Case
(M&C, Broadband, backhaul)
• Maritime, Aeronautical, 

Space, Flying Car and Drone 

Remote/Rural Use Case
(Broadband, backhaul) 
• Local 5G dedicated backhaul
• Smart Construction /Farming 

/Fishery /Mining etc.
• Public Protection & Disaster 

Relief (PPDR)
• Emergency & Safety
• eHealth

Multi-Sense Networks 
(Immersive 

Communication)

Holographic Type 
Communications (HTC) 

Time Critical 
Autonomous Systems

Critical Lifeline 
Infrastructure

Consumption Power

Device Density

Error Rate

Link Availability

Spectral Efficiency

Integrated NTN-
terrestrial Networks

Spectral Resource 
Management

Space Resource 
Management

Mobility Management 
(seamless handover)

Adaptive inter-NTN 
networking and 
Orchestration

NTN/Terrestrial hybrid 
SDN/NFV

NTN/Terrestrial hybrid 
Network Slicing

NTN Edge Computing

A/I Orchestration

Cognitive NTN Multi-
platform Terminal

NTN based on  
holographic radio

NTN Collision 
Avoidance

Vehicle/Drone Traffic 
Management



Mapping from use cases to technologies 1

Theme/Thread

Internet of senses

Connected 
intelligent 
Machines

Digitalized & 
programmable 
physical world

Use case

Human as a 
device 

All senses merged 
meeting

Fleet of drones 

Performance 
indicator

Data rate

Traffic capacity

Latency & reliability

Function/Feature

Limitless 
connectivity

Extreme performance 
and coverage

Embedded devices 
everywhere

Technologies

Flexible networks 

Multi-connectivity and 
distributed MIMO

“Zero-energy” devices

Source Ericsson Japan K.K.

Date June 15, 2021

Note Revision 1

Cognitive networks 

Network compute 
fabric

Trustworthy 
Systems

Ultra-short-range 
networks

AI/ML

Confidential 
computing

Extreme devices

Network energy 
efficiency 

Coverage  

Security & privacy

Positioning and 
sensing 

Service availability 

Local computing 
integration 

Connected 
Sustainable World

Collaborative AI 
partners

Precision 
healthcare 

Physical internet 
of tags 

Earth monitoring 

Institutional 
coverage  



Fast and large capacity

User throughput
Traffic control / Flow control

CN: Multi-session communicarion

Performance indicator Function/Feature Technologies

Data rate

Latency

# of Devices

Energy efficiency

Trustworthiness

Reliability

Flexibility

Coverage

2021/6/15白書分科会技術作業班資料

Time duration to reach desired throughput

(Reduce) Path loss / 
Power density enhancement

CN: Explict Congestion Notification

NW: Multi-core Fiber Transmission

NW：Converged optical-wireless technology
（Radio over Fiber)

NW：User centric architecture

CN：Data Communication and signaling begin 
simultaneously

Intermediate Frequeny-over-Fiber(IFoF)

XR: High efficiency and ultra-low delay 
transmission

3D spatial data compression (PCC)

2D Compression(beyond VVC)

CN: Simpllifying device location management

IoT: maintenance free (energy harvesting)

CN: redundancy provided by supporting multiple 
sessions over the same wireless access

CN: responding for sufficient secure
communications

Post-Quantum cryptography

Privacy Policy/Preference Manager

AI: Trustworthy AI
(AI security, privacy, explainability, …)

Ability of expression

Ability of data analysis /
Visibility (output of data analysis) 

<以下(Access) network が主語でないもの>

P/F and Robotics

Latency at each layer/plane/…

E2E latency

U-plane latency / C-plane latency

Connection density

Energy saving

Trustworthiness

Reliability

Safety / Security

Privacy

virtualized terminal concept

Capacity enhancement

Cell-Free Massive MIMO

Intelligent Reflecting Surface

Area coverage enhancement

AI-based/Autonomous O&M

Flexibility

CN: AI-based O&M

CN: Operation robots

CN: Autonomous O&M

CN: micro-services architecture

CN: white-boxing, disaggregation

CN: multi-hop communications

CN: efficient network flooding and time 
synchronization 

XR: physical space reconstruction and 
augmentation

XR: virtual humans/photorealistic avatars

XR: multimodal interaction: supporting sense of 
touch as well as sight, hearing

AI: Real-world AI

AI: AI for behavior change

P/F: MaaS(Mobility as a Service)

Robotics: RaaS
(Robotics platform as a Service)

Robotics: Drone

Robotics: Human robot interaction

Ability of data analysis /
Visibility (output of data analysis) 

Expression / reconstruction technology

Compression technology, 
Transport protocol

Reusable AI Multimodal AI

Collaborative AI Self-improving AI

Human psychology AI

Persuasive AI

P/F and Robotics

（注）ユースケースから（テクノロジーへ）の写像は書いておりません。
（凡例）
・NW: NetWork CN: Core Network
・黄字：3月ワークショップを踏まえ作成したキーワード集に含まれるもの

KDDI (As of 2021/6/14)



ユースケースからテクノロジへの写像(テンプレート) 1

Performance 
indicator

Data rate/Capacity

Coverage

Latency

Function/Feature
Frequency

Bandwidth

Pathloss, 
LOS probability

Technologies
New radio NW topology (advanced technology for 

spatially distributed network incl. IAB, RIS, RoF)

Coverage extension technology incl. NTN

Technology for advancement of frequency utilization 
(low/mid and high bands)

提出元 NTTドコモ
日付 2021/6/14

記事 須山 聡

Cost

Energy 

Reliability

Connectivity
(# of Devices)

Spectrum efficiency

Radio resource 
control/management

Outage probability

Further advancement of  massive MIMO (distributed 
MIMO) and wireless transmission technologies

Extension of URLLC

Multifunctional wireless communication systems 

Network architecture
OAM

Utilization of AI technology in all areas

Integration of various wireless technologies

THz and mmW device technology

Power efficiency

Position / distance
Sensing (positioning, 

object detection)
Detection accuracy

Wireless power supply

Cost reduction
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･･･

･･･

･･･
Use case #1

Use case #1

Use case #1

･･･

Use case

Technology/Feature #1

･･･

Technology/Feature #2

Technology/Feature #3

Technologies

User throughput
Coverage

Availability/Reliability

Data rate
Latency
Mobility
Capacity

# of Devices
Energy saving

Green NW
Security
・
・
・

Performance 
indicator

Traffic control
O&M
・
・
・

Bandwidth
Frequency
Path loss
・
・

Reliability
Security
・
・

Function/FeatureTheme/Thread

Theme #1

Theme #2

Theme #3

･･･

･･･

白書(技術作業班)

①個別の技術をど
の程度掘り下げて

て書くか?

②全体整理の建て付け
は適正か?

③項目の過不足、
粒度は?
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━━ 9月までの開催予定 ━━
第１回白書分科会: 4月27日(火) 15:30-17:30
第２回白書分科会: 5月25日(火) 15:00-18:00、第1回技術作業班

第２回技術作業班: ６月15日(火) 13:30-14:45
資料提出期限: ６月14日(月) 15:00まで
提出先: 事務局宛 （b5g_consortium@soumu.go.jp）

第３回白書分科会: 6月22日(火) 15:00-18:00
第４回白書分科会: 7月27日(火) 15:00-18:00
第５回白書分科会: 8月24日(火) 15:00-18:00
第６回白書分科会: 9月28日(火) 15:00-18:00
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白書(技術作業班)

Theme/Thread Use case Performance 
indicator Function/Feature Technologies

提出元
日付
記事

記入要領: (※本欄は記入の際に削除いただいて結構です。)
1. 白書記載に向けて重要とお考えのキーワードをPerformance indicator, Function/Feature,

Technologies欄を中心に記入してください。(←空欄があっても結構です。)
2. 技術分野は無線アクセス技術に限らず、ネットワーク、AIなど関連分野を広く対象と

してください。デバイス、ハード、ソフト、アーキテクチャ、端末、インフラ、アプ
リなど含めて幅広いご検討をお願いいたします。

3. 記入枠は必要に応じて適宜、追加・削除してください。枠のサイズや位置も調整いた
だいて結構です。1スライドに収まらない場合は複数ページで記載願います。

4. 関連する記入枠の間をコネクタ線で接続してください。複数枠で重複・クロスしての
接続などがあっても結構です。

5. 原則、英語での記入をお願いします。

Foreseen themes 
towards 2030s

Feasible and Useful w.r.t. the 
corresponding theme (or use 

case(s)) towards  2030s
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Theme/Thread Use case Performance 
indicator Function/Feature Technologies

提出元 住友電気工業株式会社
日付 2021/6/15

記事

coverage RoF

Relay

Repeater/Reflector interference
management

Cell Free Network/
Distributed Antenna

IAB



今後のスケジュール

白書分科会会合: 毎月１回 第４火曜日 15時ー18時に開催
・ビジョン作業班と技術作業班の会合含む
・追加の作業班会合を白書分科会会合の合間に随時開催（作業班判断）

━━ ９月までの開催予定 ━━
第１回白書分科会 : 4月27日(火) 15:30-17:30
第２回白書分科会 : 5月25日(火) 15:00-18:00（第１回技術作業班 合同開催）
第２回技術作業班：6月15日（火）13:30-14:45（←本日）

第３回白書分科会 : 6月22日(火) 15:00-18:00
第４回白書分科会 : 7月27日(火) 15:00-18:00
第５回白書分科会 : 8月24日(火) 15:00-18:00
第６回白書分科会 : 9月28日(火) 15:00-18:00
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